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(57)【要約】
　ハウジングの前部にある一次ガード（１４）と、ハウ
ジングの後部にある二次キャップ（１６）とを有するハ
ウジング（１２）を備えたひげ剃り用カートリッジ（１
０）。一次キャップ表面（２８）と二次ガード表面（３
０）とを有するブリッジ部材（２６）が、一次ガードと
二次キャップとの間に配置される。第１の刃（１８）は
刃先（２４）を有する。第１の刃は、一次ガードと一次
キャップ表面との間でハウジングに取り付けられる。第
１の刃の刃先と同じ方向に延びる刃先（２４）を有する
第２の刃（２０）が、二次ガード表面と二次キャップと
の間でハウジングに取り付けられる。ブリッジ部材の幅
Ｗ２は、第１の刃の刃先と第２の刃の刃先との間の刃間
スパンＳ１の５０％よりも大きく、刃間スパンは３ｍｍ
よりも大きい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）であって、
　ハウジングの前部にある一次ガード（１４、１０３、２０３）と、ハウジングの後部に
ある二次キャップ（１６、１０５、２０５）とを有するハウジング（１２、１０２、２０
２）と、
　一次キャップ表面（２８、１１２、２０８）と、前記一次ガードと前記二次キャップと
の間に配置された二次ガード表面（３０、１１４、２１０）とを有するブリッジ部材（２
６、１０４、２０４）と、
　刃先（２２）を有する第１の刃（１８）であって、前記一次ガードと前記一次キャップ
表面との間で前記ハウジングに取り付けられた、第１の刃（１８）と、
　前記第１の刃の前記刃先と同じ方向に延びる刃先（２４）を有する第２の刃（２０）で
あって、前記二次ガード表面と前記二次キャップとの間で前記ハウジングに取り付けられ
た、第２の刃と、を備え、前記ブリッジ部材の幅（Ｗ２、Ｗ３、Ｗ５）が、前記第１の刃
の前記刃先と前記第２の刃の前記刃先との間の刃間スパン（Ｓ１）の５０％よりも大きく
、前記刃間スパンが３ｍｍよりも大きい、ひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１０
０、２００）。
【請求項２】
　前記刃間スパンが４．５ｍｍよりも大きい、請求項１に記載のひげ剃り用カミソリカー
トリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項３】
　前記ブリッジ部材の前記幅（Ｗ２、Ｗ３、Ｗ５）が２．５ｍｍ～４ｍｍである、請求項
１又は２に記載のひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項４】
　前記刃間スパンが３．８ｍｍ～４．５ｍｍである、請求項１又は３に記載のひげ剃り用
カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項５】
　前記ブリッジ部材（２６、１０４、２０４）が、前記第１の刃（１８）の刃支持部材（
３６）から間隔を空けて配置されている、請求項１～４のいずれか一項に記載のひげ剃り
用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項６】
　前記ひげ剃り用カミソリカートリッジが、同じ方向に延びる刃先（２２、２４）を有す
る２枚の刃（１８、２０）のみを有する、請求項１～５のいずれか一項に記載のひげ剃り
用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項７】
　前記ブリッジ部材（２６、１０４、２０４）の位置が、前記ハウジング（１２、１０２
、２０２）に対して固定され、前記第１及び第２の刃（１８、２０）が、前記ハウジング
内の一対の対応するばね部材（６０、６２、６４、６６、１２４、１２６、１２８、１３
０、２１６、２１８、２２０、２２２）上に取り付けられている、請求項１～６のいずれ
か一項に記載のひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項８】
　前記ハウジング（１２）に取り付けられた一対のクリップ（３４ａ、３４ｂ）を更に備
え、前記ブリッジ部材の上面（３２、１１６、２１２）が、前記クリップの上面（４８ａ
、４８ｂ）と前記クリップの下面（５０ａ、５０ｂ）との間の平面（Ｐ１）上に位置する
、請求項１～７のいずれか一項に記載のひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００
、２００）。
【請求項９】
　前記ブリッジ部材（２６）が、ロゴ（５８）を含む上面（３２）を有する、請求項１～
８のいずれか一項に記載のひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項１０】
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　前記ブリッジ部材（１０４）が開口部（１０８）を画定する、請求項１～９のいずれか
一項に記載のひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項１１】
　前記開口部（１０８）が前記ブリッジ部材（１０４）を貫通して延びる、請求項１０に
記載のひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項１２】
　前記開口部内に配置された潤滑部材（１１０）を更に備える、請求項１０に記載のひげ
剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項１３】
　前記ブリッジ部材（１０４）が水滲出性ひげ剃り補助要素を含む、請求項１～１２のい
ずれか一項に記載のひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項１４】
　前記ブリッジ部材（２０４）が、前記第１の刃（１８）の前記刃先（２２）に対して横
断方向に延びる、間隔を空けて配置された複数のリブ（２０６）を含む、請求項１～９の
いずれか一項に記載のひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【請求項１５】
　前記ブリッジ部材（２０４）が複数の開口部（２１４）を画定する、請求項１４に記載
のひげ剃り用カミソリカートリッジ（１０、１００、２００）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ひげ剃り用カミソリに関し、より詳細には、２つのガード、２つのキャップ
、及び複数の刃を有するひげ剃り用カートリッジに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、ウェットシェービング式のひげ剃り用カミソリは、刃先を有する少なくとも
１枚の刃を有するカートリッジ又は刃ユニットを有しており、このカートリッジ又は刃ユ
ニットが、カートリッジが取り付けられたハンドルによってひげを剃る皮膚の表面にわた
って動かされる。カートリッジは、刃の切れ味が不充分なレベルにまで低下した時点でカ
ートリッジを新しいカートリッジに交換することができるようにハンドルに取り外し可能
に取り付けるか、又は刃が鈍った時点でカミソリ全体を捨てることを意図してハンドルに
永久的に取り付けることができる（すなわち使い捨てカミソリ）。カートリッジとハンド
ルとの接続は、カートリッジの角度が調節されてひげを剃る表面の輪郭を辿るように、ハ
ンドルに対するカートリッジの枢動可能な取り付けを与える。そのようなシステムでは、
カートリッジは、カートリッジハウジング上のカム表面に当てられてハンドル上に担持さ
れた、ばねで付勢されるプランジャー（カムフォロワー）の作用によって、静止位置の方
へ向かって付勢され得る。
【０００３】
　カミソリカートリッジは通常、ひげ剃り中に刃の前方の皮膚と接触するガードと、刃の
後方の皮膚と接触するキャップとを有している。キャップとガードは、いわゆる「ひげ剃
りジオメトリ」、すなわち、ひげ剃り中の皮膚に対する刃の向き及び位置を決定するパラ
メータを確立する助けとなり、このパラメータはカミソリのひげ剃り性能及び効率に大き
く影響する。キャップとガードは、刃の露出度を確立する助けとなり得る。刃の露出度は
、刃先の前隣り及び後隣りの刃ユニットの要素の皮膚接触面に接する平面に対して測定さ
れる、刃先の垂直距離又は高さとして定義される。したがって、３枚刃の刃ユニットでは
、１番目の刃又は第１の刃の露出度は、ガード及び２番目の刃に接する平面を基準として
測定され、３番目の刃又は第３の刃の露出度は、第２の刃の刃先及びキャップに接する平
面を基準として測定される。
【０００４】
　最小許容露出度は、ガードの皮膚係合面から第１の刃の刃先までの距離、すなわち、第
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１の刃の「スパン」のような他の刃ユニット寸法によって影響され得る。本明細書で言う
ところの「スパン」とは、刃先の直前の皮膚接触要素と刃先との間に延びる接線に沿って
測定される、刃先からその刃先の直前の皮膚接触要素までの距離を意味する。ガードは、
刃の支持を与えるハウジング又はプラットフォーム構造と一体に形成することが可能な、
概ね剛性のガードバーを有することができる。ガードは、皮膚を引っ張り、かつ／又は刃
の前方の毛髪を整列させることを意図した各種の弾性材料で形成された皮膚引っ張り要素
を有してもよい。
【０００５】
　複数の刃を備えたカートリッジを有する安全カミソリは近年、膨大な数が販売されてお
り、１枚刃のカミソリと比較して、特に深剃りに関して、より質の高いひげ剃りを与える
ものとして一般に認知されている。多くの刃を有する刃ユニットは、１枚又は２枚の刃の
みを有する同様の刃ユニットよりも深剃りを与えることができる。しかしながら、得られ
るひげ剃りの深剃り度は、カミソリのユーザがカミソリの性能を判断するうえでの１つの
パラメータに過ぎない。考慮される別の重要な特性として、快適性がある。例えば、多く
の消費者は、自分が、傷、切り傷、及び刺激に弱い敏感肌を有するとしている。ひげを剃
る人によって「引き攣れ」感としてしばしば述べられるひげ剃りにおける不快感は、刺激
される毛包の周囲の神経によって引き起こされる。この神経の刺激は、毛髪を動かすこと
、毛髪を引っ張る、かつ／又は切断すること、及び皮膚の表面上でカミソリカートリッジ
を引くことによって発生し得る。
【０００６】
　更に、多くの消費者が、ひげ剃りを不快なものとするニキビ及び／又は須毛部仮性毛包
炎（ＰＦＢ）を有している。ＰＦＢすなわちひげ剃り後のぶつぶつは、丘疹及び膿疱をと
もなう異物炎症反応である。これは、もともと硬い、又は強く巻いた毛髪を有する成人男
性、特に普段から深剃りをする成人男性に主としてみられる一般的な皮膚科学的状態であ
る。皮膚の表皮に再び入り込む、又は毛包の壁を横断する深剃りによって切り詰められた
顔の毛髪の先端は、患部に局在化した炎症反応を生じる。このプロセスによって、皮膚の
二次感染が生じ、重篤な場合では永久的な瘢痕が生じる場合がある。したがって、より快
適なひげ剃り性を提供し、かつ／又は、顔及び身体を剃毛することにより生じる皮膚の問
題（例えば、ＰＦＢ、刺激、発赤、ひげ剃り後の毛穴のぶつぶつ、埋没毛、ニキビなど）
を低減する、ひげ剃り用カミソリカートリッジが求められている。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一態様において、本発明は一般的に、ハウジングの前部にある一次ガードと、ハウジン
グの後部にある二次キャップとを有するハウジングを備えたひげ剃り用カミソリカートリ
ッジに関する。一次キャップ表面と二次ガード表面とを有するブリッジ部材が、一次ガー
ドと二次キャップとの間に配置される。第１の刃は刃先を有する。第１の刃は、一次ガー
ドと一次キャップ表面との間でハウジングに取り付けられる。第１の刃の刃先と同じ方向
に延びる刃先を有する第２の刃が、二次ガード表面と二次キャップとの間でハウジングに
取り付けられる。ブリッジ部材の幅は、第１の刃の刃先と第２の刃の刃先との間の刃間ス
パンの５０％よりも大きく、刃間スパンは３ｍｍよりも大きい。
【０００８】
　本発明の１つ以上の実施形態の詳細を、添付図面及び以下の明細書に記述する。本発明
の他の特徴及び利点は、説明及び図面、並びに特許請求の範囲から明らかになるだろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】ひげ剃り用カミソリカートリッジの平面図である。
【図２Ａ】図１の２－２線に概ね沿ったひげ剃り用カミソリカートリッジの断面図である
。
【図２Ｂ】図１の２－２線に概ね沿ったひげ剃り用カミソリカートリッジの斜視断面図で
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ある。
【図３Ａ】図１のひげ剃り用カミソリカートリッジの組立図である。
【図３Ｂ】ひげ剃り用カミソリカートリッジの別の可能な実施形態の組立図である。
【図３Ｃ】ひげ剃り用カミソリカートリッジの別の可能な実施形態の組立図である。
【図４】図１のひげ剃り用カミソリカートリッジの概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１を参照すると、ひげ剃り用カミソリカートリッジ１０の平面図が示されている。ひ
げ剃り用カミソリカートリッジ１０は、ハウジング１２の前方に面した一次ガード１４と
、ハウジング１２の後方に面した二次キャップ１６とを有するハウジング１２を含むこと
ができる。特定の実施形態では、一次ガード１４と二次キャップ１６との間でハウジング
１２に取り付けられた第１の刃１８及び第２の刃２０があってよい。刃１８及び２０のそ
れぞれは、同じ方向（例えば、一次ガード１４に向かう）に面したそれぞれの刃先２２及
び２４を有することができる。刃１８及び２０はハウジング１２内でばね上げされてよく
、これにより、刃１８及び２０は１つ以上のクリップ３４ａ及び３４ｂに対して付勢され
ている。特定の実施形態では、クリップ３４ａ及び３４ｂは、刃１８及び２０がひげ剃り
ストロークの間に上下方向に動くことを許容することができる。
【００１１】
　ブリッジ部材２６が、第１の刃１８と第２の刃２０との間に配置されていてもよい。ブ
リッジ部材２６は、一次キャップ表面２８及び二次ガード表面３０を有することができる
。したがって、一次ガード１８と一次キャップ表面２８とは、第１の刃先２２のひげ剃り
面を確立することができる。同様に、二次ガード表面３０と二次キャップ１６とは、第２
の刃先２４のひげ剃り面を確立することができる。一次キャップ表面２８及び二次ガード
表面３０は、ブリッジ部材２６及びハウジング１２と一体成形された一体型部材とするこ
とができる。ブリッジ部材２６は、一次キャップ表面２８と二次ガード表面３０との間に
上面３２を有することができる。
【００１２】
　下記により詳細に説明するように、刃１８及び２０はハウジング１２に固定することが
でき、少なくとも１つのクリップ３４ａ及び３４ｂをハウジング１２の一部の周囲で折り
曲げることができる。クリップ３４ａ及び３４ｂは、刃１８及び２０とブリッジ部材２６
をハウジング１２に固定している２つの別々の要素として示されているが、クリップ３４
ａ及び３４ｂは単一の部品の構成としてもよい。更に、ハウジング１２に対して刃１８及
び２０とブリッジ部材２６を固定するために必ずしもクリップ３４ａ及び３４ｂをハウジ
ング１２の一部の周囲で折り曲げる、又は形成する必要がない場合もある。例えば、クリ
ップ３４ａ及び３４ｂは、ハウジング１２に対してスナップ嵌め、圧入、接着剤による接
着、又は超音波溶着することができる。クリップ３４ａ及び３４ｂは、金属（例えば、ア
ルミニウム又はステンレス鋼）、又はポリマー材料（例えばＮｏｒｙｌ（商標）（Ｇｅｎ
ｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｐｌａｓｔｉｃｓ、現在のＳＡＢＩＣ　Ｉｎｎｏｖａｔｉ
ｖｅ　Ｐｌａｓｔｉｃｓａが開発したポリフェニレンオキサイド（ＰＰＯ）とポリスチレ
ンのブレンド）、アクリロニトリルブタジエンスチレン（ＡＢＳ）、アセタール、ポリプ
ロピレン、耐衝撃性ポリスチレン、又はこれらの任意の組み合わせ）を含むことができる
。クリップ３４ａ及び３４ｂは、それぞれの刃１８及び２０の刃先２２及び２４と接触し
てもよい。特定の実施形態では、クリップ３４ａ及び３４ｂは、一次キャップ表面２８及
び／又は二次ガード表面３０から間隔を空けて配置することができる（すなわち接触しな
い）。クリップ３４ａ及び３４ｂをブリッジ部材２６から間隔を空けて配置することによ
って、ブリッジ部材２６並びに刃先２２及び２４の適当な皮膚との接触を促すことができ
る。例えば、クリップ３４ａ及び３４ｂがブリッジ部材２６を覆うように、又はその周囲
に延びている場合、クリップ３４ａ及び３４ｂは、刃先２２及び２４と皮膚及び毛髪との
適当な接触を妨げる可能性がある。更に、ブリッジ部材２６の位置はクリップ３４ａ及び
３４ｂの下面によって限定されることになる。特定の実施形態では、ブリッジ部材２６の
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一次キャップ表面２８及び二次ガード表面３０を、刃先２２及び２４の上側の平面上に配
置することが有利となり得る。刃先は、クリップ３４ａ及び３４ｂの下面に対して予め負
荷を掛けておくことができる。刃先２２及び２４の上側にブリッジ部材２６を配置するこ
とにより、より快適なひげ剃りを可能とすることができる。
【００１３】
　理論に束縛されずに言うならば、毛髪を皮膚レベルの近くにまで切るが、ただし、皮膚
の表面の下にまでは切らないことによって、皮膚の刺激及びＰＦＢを最小限に抑えること
が可能であると考えられる。複数刃のひげ剃り用カミソリカートリッジは、ヒステリシス
効果として知られる効果を利用している。ヒステリシスは、ひげ剃り中に毛髪が切断され
た後に発生する準安定的な毛髪の伸張である。現行のカミソリでは、カートリッジの鋭い
刃先がひげ剃りストロークの間に個々の毛髪と係合し、皮膚の表面にわたってカミソリが
動かされる際に、毛髪に力を作用させて毛髪を毛包から外に持ち上げる。毛が切断され、
力が除かれると、毛髪は皮膚内に引っ込む。しかしながら、複数刃システムでは、後方の
刃（すなわち２番目の刃）が毛髪と係合し、毛髪が皮膚内に引っ込む前に毛髪を切断する
。毛髪が皮膚内に完全に引っ込む前に毛髪を切断するこのような連続刃の概念は、「ヒス
テリシス切断」として知られている。第２の連続刃も更に毛髪に係合して、切断を行いな
がら毛髪を引っ張る場合には、１枚刃のカミソリを使用する場合よりも大幅な深剃りを行
うことが可能になる。
【００１４】
　複数の間隔の近い刃を有するカミソリカートリッジでは、１本の毛髪が１回の切断動作
の間に複数の刃と係合し得るため、神経の刺激及び不快感が増幅される。それほど間隔が
近くない刃は、１回の切断動作で同じ毛髪と係合する確率が低くなることから、神経刺激
及び不快感を増幅させる傾向は低くなる。理論に束縛されずに言うならば、１本の毛髪が
切断動作の間に複数の刃と係合する確率を低くすることで、不快な神経刺激を低減するこ
とができると考えられる。更に、１本の毛髪が切断動作の間に複数の刃と係合する確率を
低くすることにより、毛髪が皮膚の表面に近すぎるところまで、又はその下にまで切断さ
れること（これにより、毛髪が皮膚の表皮に再び入り込んだ毛髪から生育することが制限
され得る）を防止する助けとなる。
【００１５】
　図２Ａ及び２Ｂを参照すると、図１の２－２線に概ね沿った、ひげ剃り用カミソリカー
トリッジ１０の断面図が示されている。図２Ａは側面断面図を示し、図２Ｂは斜視断面図
を示す。刃１８及び２０は、対応する刃支持部材３６及び３８を有することができる。刃
支持部材３６及び３８は刃１８及び２０の一体部分とすることもでき、あるいは、刃１８
及び２０を、対応する刃支持部材３６及び３８に取り付けることもできる。刃支持部材３
６及び３８は、ハウジング１２の対応する刃スロット４０及び４２内に配置することがで
きる。特定の実施形態では、第１の刃１８（例えば刃支持部材３６）をブリッジ部材２６
から間隔を空けて配置することで、その間にすすぎ通路４４を画定することができる（図
２Ｂを参照）。これにより、第２の刃２０が毛髪と係合してこれを切断する時に存在する
ひげ剃り破片を少なくすることができ、より効率的かつ快適なひげ剃りにつながる。
【００１６】
　一次キャップ表面２８及び二次ガード表面３０は、円弧状とすることで快適な皮膚支持
表面を与えることができる。一次キャップ表面３０と二次ガード表面２８との間のブリッ
ジ部材２６の上面３２は、平坦とすることができる。ブリッジ部材２６は、平坦な長方形
として示されているが、丸みを帯びた表面、又は他の形状など、他の多くの形状も可能で
ある点は理解されよう。ブリッジ部材２６の上面３２は、クリップ３４ｂの上面４８ｂと
下面５０ｂとの間の平面Ｐ１上に配置することができる。図２Ａ及び２Ｂには１つのみの
クリップ３４ｂが示されているが、クリップ３４ａも、対応する上面及び下面を有するこ
とができる点は理解されよう。下記でより詳細に説明するように、ブリッジ部材２６（例
えばブリッジ部材の上面３２）をクリップ３４ａ及び３４ｂから間隔を空けて配置する（
すなわち接触していない）ことで、適正なひげ剃りジオメトリが促進され、ひげ剃りスト
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ロークにおいてクリップ３４ａ及び３４ｂが閉塞することを抑制することができる。した
がって、ブリッジ部材２６の位置（例えば、刃１８及び２０の刃先２２及び２４に対する
ブリッジ部材２６の高さ）は、クリップ３４ａ及び３４ｂとは独立したものとすることが
できる。例えば、ブリッジ部材２６の上面３２は、クリップ３４ｂの上面４８ｂ及び刃先
２２及び２４の上側に配置することができる。ブリッジ部材２６の上面３２も同様にクリ
ップ３４ａの上面４８ａ（図に示されていない）の上側に配置することができる点は理解
されよう。
【００１７】
　ブリッジ部材２６は、ブリッジ部材２６の上面３２の下側にキャビティ５２を画定する
ことができる。キャビティ５２は、ハウジング１２の製造性を向上させることができる。
ブリッジ部材２６の位置は、一次ガード１４に対して固定することができる。例えば、ブ
リッジ部材２６と一次ガード１４を、ハウジング１２の一部として一体形成することがで
きる。しかしながら、刃先２２及び２４は、クリップ３４ｂ（及びクリップ３４ａ、図に
示されていない）の下面５０ｂに対して予め負荷を掛けておくことができる。したがって
、刃先２２及び２４は、ブリッジ部材２６の位置が固定された状態でひげ剃りストローク
の間に浮動する（すなわち、クリップ３４ａ及び３４ｂに近づく、及び離れるように上下
方向に動く）ことができる。理論に束縛されずに言うならば、浮動する刃とひげ剃り面を
確立する固定された表面（例えば、一次ガード１４、一次キャップ２８、二次ガード表面
３０、及び二次キャップ１６）との組み合わせによって、より安定した快適なひげ剃りを
提供することができると考えられる。
【００１８】
　特定の実施形態では、第１の刃１８の刃先２２と第２の刃２０の刃先２４との間の刃間
スパン（Ｓ１）は、３．０ｍｍよりも大きくすることができる。例えば、第１の刃１８の
刃先２２と第２の刃２０の刃先２４との間の刃間スパン（Ｓ１）は、約３ｍｍ～約６ｍｍ
とすることができる。特定の実施形態では、刃間スパンＳ１は約４．０ｍｍ～約５ｍｍと
することができる。一次ガード１４と第１の刃１８の刃先２０との間のスパン（Ｓ２）は
、約０．５ｍｍ～約０．８ｍｍとすることができる。二次ガード表面２８と第２の刃２０
の刃先２２との間のスパン（Ｓ３）は、約０．３ｍｍ～約０．７ｍｍとすることができる
。刃間スパンＳ１は、不快感及び毛髪の皮膚表面よりも下までの切断につながり得る毛髪
の２回の係合及びヒステリシスを最小に抑える助けとなり得る。
【００１９】
　一次ガード１４は、約０．３５ｍｍ～約０．８５ｍｍの幅（Ｗ１）を有することができ
る。ブリッジ部材２６は、Ｗ１よりも大きい幅（Ｗ２）を有することができる。幅（Ｗ２
）は、刃先２２及び２４に接する平面Ｐ２（例えば、平面Ｐ２はクリップ３４ｂの下面５
０ｂに位置し得る）で測定される、ブリッジ部材２６の（前後方向の）全体の幅として測
定することができる。特定の実施形態では、Ｗ２は、約１．７５ｍｍ～約４ｍｍ、好まし
くは約２ｍｍ～約３ｍｍとすることができる。ブリッジ部材２６の幅は、適正なひげ剃り
ジオメトリの確立を助け、毛髪が皮膚表面よりも下にまで切断されることを防止すること
ができる。例えば、ブリッジ部材２６の幅Ｗ２は、刃先２２と２４との間に充分な間隔を
与えることで、毛髪が第１の刃１８の刃先２２により切断された後、第２の刃２０の刃先
２４が係合する前に毛包内に再び引っ込むことを可能とし得る。更に、ブリッジ部材２６
の幅及び間隔は、毛髪が２回係合する（例えば、刃先２２及び２４が同じ毛髪と同時に係
合する場合）ことを低減することができる。刃間スパンＳ１が大きくなるにしたがって（
図２を参照）、刃先２２と２４との間での皮膚の膨らみも大きくなり、これにより傷及び
切り傷が増える結果につながり得る。ブリッジ部材２６の幅は、特に刃間スパンＳ１が大
きくなる場合に、傷、切り傷、及び不快感につながり得る皮膚の膨らみを最小限に抑える
うえで充分な皮膚の支持を与えることができる。
【００２０】
　特定の実施形態では、ブリッジ部材２６の幅（Ｗ２）は、刃間スパンＳ１の４５％より
も大きくすることができる。例えば、ブリッジ部材２６の幅（Ｗ２）は、刃間スパンＳ１
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の約５０％～約７５％とすることができる。したがって、刃間スパンＳ１が４．０ｍｍで
あった場合、ブリッジ部材２６の幅Ｗ２は２．０ｍｍよりも大きくすることができる。特
定の実施形態では、ブリッジ部材２６の幅（Ｗ２）は刃間スパンＳ１の約６０％～約７０
％とすることができる。大きな幅を有するブリッジ部材２６は、皮膚の膨らみを低減させ
る一方で同時に毛髪の２回の係合及びヒステリシスを最小限に抑えることにより、より快
適なひげ剃りにつながる高い皮膚の支持を与えることができる。
【００２１】
　図３Ａを参照すると、ひげ剃り用カミソリカートリッジ１０の組立図が示されている。
ブリッジ部材２６は、ハウジング１２の一部として一体成形することができる。刃１８は
、一対のばね部材６０及び６２上でハウジング１２に取り付けることができる。同様に、
刃２０は、一対のばね部材６４及び６６上でハウジング１２に取り付けることができる。
ばね部材６０、６２、６４、及び６６は、対応するクリップ３４ａ及び３４ｂの下面５０
ａ及び５０ｂに対して刃先２２及び２４に予め負荷を掛けておくことができる。ブリッジ
部材２６の一対の側端部５４及び５６（例えば、一次キャップ２６の側端部及び二次ガー
ド表面３０の側端部）をクリップ３４ａ及び３４ｂから間隔を空けて（すなわち、接触さ
せずに）配置することができる。これにより、クリップ３４ａ及び３４ｂを、ブリッジ部
材２６とは独立した深さでハウジング１２に取り付けることができる。例えば、クリップ
３４ａ及び３４ｂがハウジング１２に取り付け及び固定される時、クリップ３４ａ及び３
４ｂの上面４８ａ及び４８ｂは、ブリッジ部材２６の上面３２とほぼ同じ高さとなり得る
ため、より均一なひげ剃り表面が与えられる。
【００２２】
　ブリッジ部材２６の上面３２は、ブリッジ部材２６上にブランド名を表記することを可
能とすることができる。例えば、記号又はロゴ５８を、機械加工、エッチング、成型仕上
げ、塗装、パッド印刷などにより、上面３２上に配置することができる。特定の実施形態
では、ブリッジ部材２６の上面３２は、光沢表面（例えば、６０００グリットのダイヤモ
ンドバフ～１２００グリットのダイヤモンドバフ）を有することでひげ剃りストロークの
間の滑りをよくすることができる。ブリッジ部材２６は、コーティング（ポリ－ｐａｒａ
－キシリレン又はＰＴＦＥ）又はめっき（例えばクロームめっき）することで潤滑性を高
めることができる。また、ブリッジ部材２６の上面３２は、ひげ剃りストロークの間に皮
膚を剥落させるために極めて粗い表面を有してもよい（例えば６００グリット以下のスト
ーン）。
【００２３】
　図３Ｂを参照すると、水滲出性のひげ剃り補助要素を含むブリッジ部材１０４を備えた
ハウジング１０２を有する、ひげ剃り用カミソリカートリッジ１００の第２の可能な実施
形態の組立図が示されている。図３Ａのひげ剃り用カートリッジ１０のブリッジ部材２６
を、ブリッジ部材１０４に置き換えることができる。例えば、ブリッジ部材１０４は、ブ
リッジ部材２６に関して上記に述べたように、ハウジングの一次ガード１０３と二次キャ
ップ１０５との間にハウジング１０２の一部として一体成形することができる。ブリッジ
部材１０４は、潤滑部材１１０を受容するように構成された開口部１０８を画定する上面
１０６を含むことができる。開口部１０８は凹部であってよく、又はブリッジ部材１０４
を完全に貫通していてもよい。しかしながら、潤滑部材１１０は任意選択的である点は理
解されたい。例えば、特定の実施形態では、開口部１０８は、洗い流し及び破片の除去性
を高めるために開放した状態とすることができる。潤滑部材１１０は、１つ以上の水滲出
性ひげ剃り補助要素を含むことができる。水滲出性ひげ剃り補助要素は、射出成形、押出
成形、又は熱／超音波圧縮製造プロセスにより形成することができる。ブリッジ部材１０
４（例えば潤滑部材１１０）は、一次キャップ表面１１２及び二次ガード表面１１４を与
えることができる。したがって、潤滑部材１１０は、第１の刃１８の後面及び第２の刃２
０の前面に潤滑性を与え、これにより、刺激を低減し、又はひげ剃り剤の必要性をなくす
ことができる。一次キャップ表面１１２及び／又は二次ガード表面１１４は、円弧状とす
ることで快適な皮膚支持表面を与えることができる。ブリッジ部材１０４の潤滑部材１１
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０は、一次キャップ表面１１２と二次ガード表面１１４との間に上面１１６を有すること
ができる。上面１１６は、上記に述べたように、ブランド名を表記することを可能とする
ことができる。例えば、上面１１６にロゴ１１８を配置することができる。
【００２４】
　クリップ３４ａ及び３４ｂがハウジング１０２に固定される時、クリップ３４ａ及び３
４ｂは、潤滑部材１１０の上面１１６及び／又は一次キャップ表面１１２並びに二次ガー
ド表面１１４とほぼ同じ高さとなるため、より均一なひげ剃り表面を与えることができる
。図３Ａのひげ剃り用カミソリカートリッジ１０と同様、クリップ３４ａ及び３４ｂは、
ブリッジ部材１０４及び／又は潤滑部材１１０から間隔を空けて配置することができる。
ブリッジ部材１０４は、一次キャップ表面１１２から二次ガード表面１１４まで約１．５
ｍｍ～約４ｍｍの前縁部１２０から後縁部１２２までの幅（Ｗ３）を有することができる
。潤滑部材１１０は、約１．５ｍｍ～約４ｍｍの幅（Ｗ４）を有することができる。ブリ
ッジ部材１０４及び／又は潤滑部材１１０の幅は、毛髪の２回の係合を最小限に抑え、毛
髪が皮膚表面よりも下にまで切断されることを防止する、適正なひげ剃りジオメトリを可
能とすることができる。
【００２５】
　刃１８及び２０は、それぞれ、一対の対応したばねフィンガ１２４、１２６、１２８及
び１３０上に取り付けることができる。図３Ａのひげ剃り用カミソリカートリッジ１０に
ついて上記に述べたように、クリップ３４ａ及び３４ｂは刃１８及び２０に掛かるがブリ
ッジ部材１０４には掛からないように取り付けることができる。次いで、クリップ３４ａ
及び３４ｂをハウジング１０２に固定することができる。ばねフィンガ１２４、１２６、
１２８及び１３０は、クリップ３４ａ及び３４ｂに対してそれぞれの刃１８及び２０を持
ち上げることができる。ブリッジ部材１０４に対する刃１８及び２０の独立した運動によ
って、より安定したひげ剃りジオメトリが与えられることにより、より快適なひげ剃りを
与えることができる。図２Ｂにおいて上記に示し、述べたように、刃２０をブリッジ部材
１０４から間隔を空けて配置することで洗い流し性を向上させることができる。
【００２６】
　図３Ｃを参照すると、刃１８及び２０の刃先２２及び２４に対して横断方向に延びる、
間隔を空けて配置された複数の平行なリブ２０６を含むブリッジ部材２０４を備えたハウ
ジング２０２を有する、ひげ剃り用カミソリカートリッジ２００の第３の可能な実施形態
の組立図が示されている。ハウジング２０２は、ブリッジ部材２６をブリッジ部材２０４
で置き換えることができる点以外は、図３Ａで上記に示し、述べたようなハウジング１２
と同様であってよい。ブリッジ部材２０４は、上記に述べたブリッジ部材２６と同様の効
果を与えることができる。間隔を空けて配置された平行なリブ２０６は、第２の刃２０の
前方で毛髪を揃えて切断効率を向上させる、更なる効果を与えることができる。間隔を空
けて配置された複数の平行なリブ２０６は、一次キャップ表面２０８及び二次ガード表面
２１０を与えることができる。ブリッジ部材２０４は、一次キャップ表面２０８と一次ガ
ード表面２１０との間に延びる上面２１２を有することができる。ブリッジ部材２０４は
、約１．５ｍｍ～約４ｍｍの一次キャップ表面２０８から二次ガード表面２１０までの幅
（Ｗ５）を有することができる。ブリッジ部材２０４の幅は、毛髪の２回の係合を最小限
に抑え、毛髪が皮膚表面よりも下にまで切断されることを防止する、適正なひげ剃りジオ
メトリを可能とすることができる。間隔を空けて配置された複数の平行なリブ２０６は、
ブリッジ部材２０４を貫通して延びる複数の対応した洗い流し開口部２１４を画定するこ
とにより、切断された毛髪及び余分なひげ剃り剤又は石鹸の除去を助けることができる。
【００２７】
　刃１８及び２０は、それぞれ、一対の対応したばねフィンガ２１６、２１８、２２０及
び２２２上に取り付けることができる。図３Ａのひげ剃り用カミソリカートリッジ１０に
ついて上記に述べたように、クリップ３４ａ及び３４ｂは刃１８及び２０に掛かるがブリ
ッジ部材２０４には掛からないように取り付けることができる。他の実施形態について上
記に述べたように、刃２０をブリッジ部材２０４から間隔を空けて配置することで洗い流
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し性を向上させることができる。次いで、クリップ３４ａ及び３４ｂをハウジング１２に
固定することができる。ばねフィンガ２１６、２１８、２２０及び２２２は、クリップ３
４ａ及び３４ｂに対してそれぞれの刃１８及び２０を持ち上げることができる。ブリッジ
部材２０４に対する刃１８及び２０の独立した運動によって、より安定したひげ剃りジオ
メトリが与えられることにより、より快適なひげ剃りを与えることができる。
【００２８】
　図４を参照すると、図１のひげ剃り用カミソリカートリッジ１０の概略図が示されてい
る。刃に関連した牽引力に影響し得る別の因子として、刃接線角度すなわちＢＴＡがある
。ひげ剃り用カミソリカートリッジ１０は、一次ガード１４及び一次キャップ表面２８に
接する第１のひげ剃り平面７０を有することができる。第１のひげ剃り平面７０は、第１
の刃接線角度β１で第１の刃１８の刃面７２と交差することができる。ひげ剃り用カミソ
リカートリッジ１０は、二次ガード表面３０及び二次キャップ１６に接する第２のひげ剃
り平面７４を有することができる。第２のひげ剃り平面７４は、第２の刃接線角度β２で
第２の刃２０の第２の刃面７６と交差することができる。刃接線角度が小さいほど、ひげ
剃り用カミソリカートリッジ１０でより快適なひげ剃りを行うことができる。特定の実施
形態では、第１の刃接線角度β１は、約１５°、例えば１０°～２５°とすることができ
る。刃１８及び２０が両方とも同じ刃接線角度を有する必要はない。例えば、第２の刃接
線角度β２は、第１の刃１８の刃接線角度β１よりも、例えば約１０°小さくすることが
できる。図３Ｂ及び３Ｃに示されるひげ剃り用カミソリカートリッジ１００及び２００は
それぞれ、図４で述べたものと同じ刃接線角度を有することができる点は理解されたい。
【００２９】
　本明細書で開示する寸法及び値は、列挙された正確な数値に厳密に限られるとして理解
されるべきではない。むしろ、特に指示がない限り、そのような寸法のそれぞれは、記載
された値及びその値の周辺の機能的に同等の範囲の両方を意味するものとする。例えば、
「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することが意図されている
。更に、寸法は、典型的な製造許容差による食い違いを許容しない、不可能なほど高い形
而上学的識別基準に固執されるべきではない。したがって、用語「約」は、典型的な製造
の許容誤差の範囲内であることと解釈されるべきである。
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